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テ
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濱
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これからの
住まいとライフスタイルに関する

生活意識調査

調 査 の 概 要

●調査地域：全国

●調査対象：満20歳～69歳の男女

●標 本 数：1500人（内回収数1034人、

                性別：男性46.3％、女性53.7％）

●抽出方法：層化２段無作為抽出法（母集団は、

2004年3月31日現在の20～69歳人口）

●調査方法：留置記入依頼法

●調査時期：平成17年1月27日～2月14日
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は
じ
め
に
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環
境
問
題
に
対
し
て
以
前
ま
で
は
、京
都
議
定
書
、

環
境
税
の
是
非
と
い
っ
た
堅
い
話
題
が
多
か
っ
た
が
、最

近
で
は
ク
ー
ル
ビ
ズ（
あ
る
い
は
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
）、チ
ー

ム・マ
イ
ナ
ス
六
パ
ー
セ
ン
ト
な
ど
の
身
近
な
テ
ー
マ
と
し

て
語
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
。こ
れ
は
生

活
者
に
と
っ
て
、環
境
問
題
が
生
活
の
一
部
と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
少

な
く
と
も
、ゴ
ミ
回
収
の
制
限
を
は
じ
め
、環
境
に
対

す
る
配
慮
や
取
り
組
み
の
必
要
性
が
日
増
し
に
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。そ
の
一
方
で
、そ
の
成

果
は
十
分
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、あ
る
べ
き
姿

と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。�

　
本
稿
で
は
、環
境
問
題
に
対
す
る
新
し
い
視
点
を

提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

生
活
者
の
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
姿
勢
に
関
し
、生

活
者
間
に
差
異
が
あ
る
の
か
を
確
認
し
、実
際
に
分
類

を
行
っ
て
み
る（
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
）。そ
の
結
果
と
し
て

得
ら
れ
る
分
類（
グ
ル
ー
プ
間
）の
特
徴
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、各
人
が
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
か
の
判

別
を
な
る
べ
く
簡
易
に
行
う
方
法
に
つ
い
て
考
察
を

行
う（
判
別
分
析
）。�

�

　ま
た
、各
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
過
程

で
、基
本
的
な
価
値
意
識
、生
活
余
裕
度
、他
者
と
の

交
流
と
い
う
要
素
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
仮

説
と
し
て
提
示
す
る
。そ
し
て
、生
活
者
の
環
境
対
応

を
促
進
す
る
た
め
に
、生
活
者
全
員
を
一
体
の
も
の

と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、彼
ら
を
分
割（
セ
グ
メ
ン

ト
）し
た
上
で
、異
な
る
施
策
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。つ
ま
り
、各
セ
グ
メ
ン
ト
は
、

価
値
意
識
や
目
的
意
識
が
異
な
る
た
め
、環
境
配
慮

行
動
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
も
、そ
れ
が

効
果
的
で
あ
る
た
め
に
は
、異
な
る
方
法
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。�

　
そ
し
て
そ
の
具
体
的
な
方
法
論
を
、本
稿
の
分
析
で

得
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
論
じ
る
。結
論
と
し
て
、環

境
政
策
に
関
し
て
、マ
ク
ロ
の
施
策
を
発
展
さ
せ
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
的
方
法
を
実
施
す
る
段
階
に
き
て
い
る
こ

と
を
提
言
す
る
。な
お
、こ
の
分
析
に
当
た
っ
て
は
、前

号（
季
刊
誌
「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
」
七
四
号
）に
引
き
続
き
、大
阪

ガ
ス 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
の
行
っ
た
生
活
意
識

調
査（「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」に
関

す
る
生
活
意
識
調
査
）の
デ
ー
タ
を
用
い
て
い
る
。�

�
�
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表１　主成分分析成分行列

0.543

0.647

0.530

0.636

0.638

0.541

0.421

0.485

0.436

0.443

0.341

0.409

0.560

0.599

1 2 3 4 5 6 7

0.279

0.401

0.535

0.648

0.400

0.578

0.255

0.485

0.550

0.163

0.519

0.395

0.547

0.535

0.242

0.452

0.585

0.589

0.559

24.8％

設問Ｎｏ

Q39A

Q39B

Q39C

Q39D

Q39E

Q39F

Q39G

Q39H

Q39I

Q39J

Q39K

Q40A

Q40B

Q40C

Q40D

Q40E

Q40F

Q40G

Q40H

Q40I

Q40J

Q40K

Q40L

Q39L

Q39M

Q39N

Q39O

Q39P

Q39Q

Q39R

Q39S

Q39T

Q39U

-0.015

-0.154

-0.115

-0.258

-0.360

-0.161

-0.003

-0.171

0.258

-0.249

0.223

-0.281

-0.265

-0.161

-0.216

-0.161

-0.313

-0.183

-0.223

-0.100

0.285

0.112

0.126

0.596

0.235

0.219

0.221

0.215

0.601

0.297

0.268

0.336

0.358

31.9％

-0.256

-0.149

0.179

-0.101

-0.131

-0.164

0.247

-0.048

0.135

0.286

0.245

0.335

0.103

0.246

0.173

0.163

0.201

0.077

0.199

-0.173

0.489

-0.381

-0.227

0.342

-0.198

-0.174

-0.162

-0.006

0.294

0.023

-0.224

-0.070

-0.148

36.6％

0.169

0.175

0.092

0.294

0.135

0.292

0.255

0.385

0.193

-0.028

0.116

-0.140

-0.152

-0.146

-0.290

-0.156

-0.015

-0.117

-0.228

0.052

0.198

0.179

0.011

0.155

0.062

-0.049

-0.375

-0.350

0.263

-0.114

-0.172

-0.304

-0.167

40.8％

-0.342

-0.078

-0.085

-0.207

0.005

0.020

0.192

-0.173

-0.015

-0.031

-0.205

-0.088

0.066

-0.011

0.206

-0.034

0.117

0.112

0.163

0.138

-0.032

0.072

0.420

0.167

0.432

0.441

-0.077

-0.135

0.016

-0.041

-0.078

-0.240

-0.348

44.4％

0.112

-0.142

-0.294

-0.223

-0.160

-0.261

-0.150

0.029

0.250

0.188

0.350

0.138

0.124

0.096

-0.325

0.399

0.128

0.040

-0.181

0.121

-0.038

0.279

0.151

-0.127

0.104

-0.023

-0.051

-0.027

-0.061

-0.273

0.011

-0.139

-0.020

47.8％

0.234

0.158

0.112

-0.077

0.040

-0.097

-0.259

-0.314

-0.316

-0.033

0.005

0.120

0.336

0.088

0.214

-0.106

0.081

0.081

-0.308

0.053

-0.182

0.151

0.171

0.235

-0.155

-0.111

-0.253

-0.245

0.315

0.059

-0.027

-0.019

0.084

51.1％

主 成 分

分散累積

因子抽出法：主成分分析
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活
者
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対
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の

格
差
を
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季
刊
誌「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
」
七
四
号
に
お
け
る
拙
稿
「
Ｃ
Ｅ

Ｌ
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
論
」に
お
い
て
、筆
者
は
、生
活
者

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
分
類
を
行
い
、環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
も
関
連
づ
け
て
論
じ
た
。そ
こ
で
は
、環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
に
対
し
て
配
慮
意
識
の
高
い
者
と
低
い
者

と
が
明
確
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
し
て
そ
れ
は
、各
人
の
生
活
価
値
観
に
基
づ
い
て
お

り
、根
の
深
い
問
題
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
を

得
た
。本
稿
で
は
、そ
の
中
で
も「
環
境
」に
問
題
を
絞

り
、も
う
少
し
深
掘
り
し
て
い
き
た
い
。本
節
で
は
、今

一
度
、生
活
者
に
よ
っ
て
環
境
問
題
に
対
す
る
姿
勢
に

格
差
が
存
在
す
る
の
か
、あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、生
活
意
識

調
査
の
デ
ー
タ
を
基
に
分
析
を
行
う
。�

�

　
前
回の
分
析
で
、環
境
対
応
に
熱
心
な
人
は
、省
エ

ネ
や
ゴ
ミ
の
廃
棄
な
ど
の
全
般
に
わ
た
り
積
極
的
な

対
応
を
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。そ
の
際
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
分
析
で
は
、個
人
の
行
動
や
判
断
の
基
礎
と

な
る
価
値
意
識
を
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
把
握
し
、そ
れ
ら

を
も
と
に
生
活
者
を
グ
ル
ー
プ
化
し
、結
果
的
に
一
一

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
抽
出
し
た
。本
稿
に
お
い
て
は
そ

の
よ
う
な
、各
人
の
背
後
に
あ
る
因
子
を
見
い
だ
す
と

い
う
ニ
ー
ズ
は
な
い
。環
境
配
慮
行
動
に
積
極
的
な
人
、

そ
う
で
な
い
人
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、配
慮
意
識
の

高
い
人
に
は
よ
り
高
く
、無
関
心
な
人
に
は
何
と
か
行

動
を
促
す
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を

考
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。�

　
環
境
配
慮
行
動
に
熱
心
な
人
は
、多
く
の
場
面
で
、環

境
に
配
慮
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
。そ
の
た
め
、ア
ン
ケ

ー
ト
で
行
っ
た
複
数
の
質
問
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
、環

境
配
慮
行
動
度
を
も
と
に
、生
活
者
を
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
よ
い
。こ
こ
で
は
デ
ー
タ
を
基
に
、環
境
対
応

積
極
派
〜
消
極
派
と
い
う
、単
純
な
分
類
を
行
っ
て
み
る

こ
と
に
す
る
。方
法
と
し
て
は
、前
回
も
用
い
た「
こ
ま
め

に
照
明
を
切
り
ま
す
か
」と
い
っ
た
環
境
行
動
に
関
す

る
質
問（
合
計
三
三
問
。問
三
九 

Ａ
〜
Ｕ
、問
四
〇 

Ａ
〜

Ｌ
ま
で
。詳
し
い
質
問
内
容
に
関
し
て
は
大
阪
ガ
ス 

エ
ネ

ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
Ｈ
Ｐ
に
あ
るh

ttp://w
w
w
.�

osakagas.co.jp
/cel/pdf/tyosa_pdf/q39.pd

f

お
よ
びhttp://w

w
w
.osakagas.co.jp

/cel/pdf/�

tyosa_pdf/q40.pdf

を
参
照
願
う
）を
、主
成
分
分

析
を
用
い
て
、そ
の
情
報
を
ま
と
め
て
表
す
よ
う
な
合

成
変
数
を
作
成
し
、そ
れ
を
基
に
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を

利
用
し
て
回
答
者
を
分
類
し
た
。�

�
�

（
※
）主
成
分
分
析
と
は
お
お
ざ
っ
ぱ
に
い
え
ば
、多
変
量
デ
ー
タ

の
内
容
を
大
ま
か
に
表
す
よ
う
な
、少
数
の
合
成
変
数
を
取
り

出
す
手
法
の
こ
と
で
あ
る
。�

�

　
ま
ず
主
成
分
分
析（
固
有
値
一
以
上
基
準
）に
よ
っ

て
、七
つ
の
主
成
分
が
導
出
さ
れ
た
。そ
の
成
分
行
列

を
示
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。横
に
並
ん
だ
一
〜
七
が

主
成
分
を
表
し
、第
一
主
成
分
と
は
そ
の
行
方
向（
下
）

に
あ
る
よ
う
に
、Ｑ
三
九
Ａ
に
〇
・
五
四
三
、Ｑ
三
九
Ｂ

に
〇
・
六
四
七
、…
Ｑ
四
〇
Ｌ
に
は
〇
・
五
九
九
と
い
う

重
み
を
つ
け
て
作
成
し
た
合
成
変
数
で
あ
る
。第
二
主

成
分
以
下
も
同
様
で
あ
る
。第
一
主
成
分
に
関
し
、三

三
種
類
の
質
問
の
全
て
が
正
の
成
分（
成
分
行
列
の
要

素
）を
持
ち
、一
定
の
大
き
さ
を
持
っ
て
い
る
。さ
ら
に

分
散
で
見
た
寄
与
が
約
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と

か
ら（
大
ま
か
に
い
え
ば
、三
三
設
問
か
ら
得
ら
れ
る
全

情
報
の
四
分
の
一
が
、第
一
主
成
分
だ
け
で
把
握
可
能

だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
）、第
一
主
成
分
が
環
境

対
応
に
関
す
る
積
極
的
な
姿
勢
を
表
す
代
表
的
な
主

成
分
と
考
え
、こ
れ
を
基
に
回
答
者
を
分
類
し
た
。�

　
第
一
主
成
分
の
み
を
用
い
て
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行

う
と
、約
二
五
名
が
環
境
配
慮
に
対
し
て
非
常
に
消
極

的
な
人
と
し
て
突
出
し
た
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
。そ

れ
も
あ
り
、ア
ド
ホ
ッ
ク
で
は
あ
る
も
の
の
、こ
こ
で
は
全

体
を
六
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
た
。�

　
環
境
配
慮
に
対
し
、積
極
的
な
グ
ル
ー
プ
か
ら
順
番

に
、第
１（
構
成
人
数
八
四
人
、全
体
の
一
〇
パ
ー
セ
ン

ト
）、第
２（
同
一
八
二
人
、二
二
パ
ー
セ
ン
ト
）、第
３（
同

二
五
〇
人
、三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）、第
４（
同
一
九
五
人
、

二
三
パ
ー
セ
ン
ト
）、第
５（
同
九
四
人
、一
一
パ
ー
セ
ン
ト
）、

第
６
グ
ル
ー
プ（
同
二
五
人
、三
パ
ー
セ
ン
ト
）グ
ル
ー
プ
と

な
っ
た（
表
２
で
、ク
ラ
ス
タ
ー
中
心
値
の
値
が
大
き
い
ほ

ど
環
境
問
題
に
積
極
的
。ク
ラ
ス
タ
ー
中
心
の
値
は
標

準
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、平
均
値
は
０
で
あ
る
。１
よ
り

大
き
い
、ま
た
は
－１
よ
り
小
さ
い
値
を
と
る
と
い
う
こ
と

は
、平
均
か
ら
か
な
り
の
程
度
乖
離
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
）。こ
こ
で
は
六
グ
ル
ー
プ
に
分
類

し
た
が
、さ
ら
に
大
ま
か
に
ま
と
め
る
と
、最
終
ク
ラ
ス
タ

ー
中
心
の
値
が
大
き
い
第
１
・
第
２
グ
ル
ー
プ
は
、環
境

配
慮
型
グ
ル
ー
プ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
、第
４
・
第

５
・
第
６
グ
ル
ー
プ
は
、逆
に
環
境
配
慮
に
対
し
て
無
関

心
、あ
る
い
は
消
極
的
な
集
団
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。第
３
グ
ル
ー
プ
は
ど
っ
ち
つ
か
ず
と
い
う
か
、中
立

的
な
グ
ル
ー
プ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。�

表１

設

Q

分
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ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
の
関
連�
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表
２
に
お
け
る
１
〜
６
の
環
境
行
動
グ
ル
ー
プ
は
、

前
節
で
論
じ
た
と
お
り
、総
じ
て
環
境
対
応
に
積
極

的
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
か
否
か
で
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た

も
の
で
あ
る
。こ
れ
と
前
回（
季
刊
誌
「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
」七
四

号
）で
得
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
グ
ル
ー
プ
と
の
関
係
を

調
べ
る
と
、表
３
の
よ
う
な
ク
ロ
ス
表
を
得
た
。こ
れ
を

見
る
と
、や
は
り
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
環
境
配
慮
行
動

と
の
関
連
が
強
い
こ
と
が
見
て
と
れ
る（
統
計
的
に
も

有
意
で
あ
る
）。公
的
配
慮
に
積
極
的
な「
良
識
派
生

活
人
」、「
善
良
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」、「
成
熟
公
共
人
」
と

い
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
、環
境
配
慮
行
動
に
積
極
的

な
第
１
・
第
２
グ
ル
ー
プ
と
の
関
連
が
確
認
で
き
る（
調

整
済
み
残
差
の
数
値
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
は
、グ
ル

ー
プ
内
の
当
該
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
人
の
シ
ェ
ア
が
大
き
い

こ
と
を
意
味
す
る
）。
逆
に
、公
的
配
慮
に
消
極
的
な

第
４
・
第
５
・
第
６
グ
ル
ー
プ
に
は
、こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
属
す
る
人
が
少
な
い
。「
一
生
懸
命
庶
民

派
」、「
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
こ
だ
わ
り
人
」、「
刹
那
的
ヒ

ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」と
い
っ
た
環
境
無
関
心
派
は
第
４
・

第
５
・
第
６
グ
ル
ー
プ
に
多
く
、第
１
・
第
２
グ
ル
ー
プ
に

少
な
い
。こ
の
こ
と
か
ら
、環

境
配
慮
行
動
は
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
と
関
連
が
あ
り
そ
う
だ

と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、環

境
行
動
は
各
人
の
価
値
観

に
基
づ
い
た
行
い
で
あ
り
、そ

の
よ
う
な
心
の
深
い
と
こ
ろ

に
ま
で
影
響
を
与
え
る
よ

う
な
働
き
か
け
を
行
わ
な

け
れ
ば
、な
か
な
か
従
来
の

行
動
を
変
え
る
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
は
い
か
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
懸
念
を
得
る
。

ま
た
、同
時
に
分
か
る
こ
と
は
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
の
関
連

で
見
て
も
、第
２
グ
ル
ー
プ
は
、

表3　環境行動グループとライフスタイルとのクロス分析

＊季刊誌CEL74号「CEL的ライフスタイル論」豊田尚吾より

生活戦略人

良識派生活人

善良スローライフ

成熟公共人

一生懸命庶民派

エゴイスティックこだわり人

刹那的ヒューリスティクス

情報通堅実派

とんがりIT人

戦略なき人生享受人

生活虚弱人

4

14

13

11

6

3

2

8

2

4

3

70

-0.525

3.348

2.726

1.814

-2.114

-0.810

-1.244

-0.045

-1.937

-0.482

-0.638

12

20

20

19

19

8

10

16

14

7

9

154

21

11

14

21

39

11

10

30

20

14

17

208

12

14

13

13

38

11

15

23

15

15

9

178

3

5

5

5

19

10

6

5

12

9

5

84

0

1

3

0

6

4

2

1

3

2

0

22

52

65

68

69

127

47

45

83

66

51

43

716

0.286

1.906

1.667

1.282

-1.980

-0.775

0.120

-0.526

-0.061

-1.404

-0.095

1.869

-2.259

-1.616

0.266

0.454

-0.882

-1.042

1.514

0.235

-0.261

1.562

-0.309

-0.650

-1.152

-1.217

1.455

-0.239

1.358

0.639

-0.421

0.780

-0.615

-1.387

-1.061

-1.180

-1.218

1.247

2.104

0.345

-1.719

1.709

1.362

-0.022

-1.333

-0.752

0.673

-1.556

1.189

2.235

0.551

-1.049

0.728

0.365

-1.204

人数

1 2 3 4 5 6

調整済み残差 人数

環境行動グループ

調整済み残差 人数 調整済み残差 人数 調整済み残差 人数 調整済み残差 人数 人数

合計

調整済み残差

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
グ
ル
ー
プ
＊

表2　クラスター分析結果

グループ 人数最終クラスター中心

1

2

3

4

5

6

合計

1.652

0.818

0.103

-0.596

-1.384

-2.682

84

182

250

195

94

25

830
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生
活
満
足
度
や
価
値
観
と
の
関
連�

2

�
�

�

�

ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」と
い
っ
た
環
境
無
関
心
派
は
第
４
・

第
５
・
第
６
グ
ル
ー
プ
に
多
く
、第
１
・
第
２
グ
ル
ー
プ
に

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
の
関
連

で
見
て
も
、第
２
グ
ル
ー
プ
は
、

第
１
グ
ル
ー
プ
に
パ
タ
ー
ン
が
か
な
り
似
て
お
り
、第
４
・

第
５
グ
ル
ー
プ
も
第
６
グ
ル
ー
プ
に
似
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る（
表
３
）。や
は
り
、こ
れ
ら
は
程
度
の
差
は

あ
れ
、同
質
的
な
グ
ル
ー
プ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。環
境
配
慮
を
基
に
し
た
分
類
と
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
上
の
特
徴
は
、か
な
り
整
合
的
な
結
果
と
な
っ

た
。
一
方
、第
３
グ
ル
ー
プ
は
や
や
質
が
異
な
る
集
団

の
よ
う
だ
。�

�������

　
で
は
、環
境
配
慮
と
生
活
満
足
や
社
会
階
層
意
識

と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

生
活
満
足
度
と
の
関
わ
り
を
見
て
み
よ
う
。
生
活
全

体
に
対
す
る
充
足
度
、あ
る
い
は
生
活
の
安
全
や
安
心

な
ど
に
対
す
る
充
足
度
な
ど
に
つ
い
て
の
設
問
と
環
境

対
応
ラ
ン
ク
と
の
関
係
を
確
認
し
た
。
具
体
的
に
は
、

設
問
五
一
の
Ａ
〜
Ｑ
ま
で
と
の
ク
ロ
ス
表
を
作
成
し
、

ク
ラ
ス
カ
ル
・
ウ
ォ
リ
ス
検
定
を
行
い
、回
答
が
グ
ル
ー
プ

間
で
有
意
な
差
が
あ
る
か
ど
う
か
の
検
討
を
行
っ
た（
詳

し
い
設
問
内
容
に
関
し
て
はhttp://w

w
w
.osakagas.�

co.jp/cel/pdf/tyosa_pdf/q51.pdf

を
参
照
）。

こ
の
中
で
意
味
の
あ
る
格
差
が
確
認
で
き
た
の
は
、生

活
全
体
の
充
足
度
と
、そ
の
構
成
要
素（
生
活
の
安
心

や
安
全
な
ど
。
た
だ
し
、生
活
の
安
心
や
安
全
、未
来

に
対
す
る
希
望
を
除
く
）。そ
し
て「
交
わ
る（
地
域

交
流
、奉
仕
活
動
）」と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。い
ず
れ

も
環
境
配
慮
に
積
極
的
な
グ
ル
ー
プ
は
生
活
満
足
度

が
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。ま
た
、こ
の
満
足
度
の
構
成
要

素
は
、マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
段
階
説
を
参
考
に
作
成
し
た

も
の
で
あ
る
が
、欲
求
の
次
元
が
高
度
に
な
る
ほ
ど（
生

存
欲
求
↓
安
全
へ
の
欲
求
↓
所
属
と
愛
の
欲
求
↓
評

価
承
認
欲
求
↓
自
己
実
現
欲
求
）、グ
ル
ー
プ
間
格
差

が
顕
著
に
な
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
た
。つ
ま
り
、マ

ズ
ロ
ー
的
な
意
味
で
、欲
求
が
高
度
化
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
環
境
配
慮
型
グ
ル
ー
プ
の
満
足
度
は
、環
境
無
関
心

型
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。�

　
”衣
食
足
っ
て
礼
節
を
知
る
“と
い
う
方
向
で
の
因

果
関
係
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
、『
生
活
満
足
度
が
高
い

か
ら
環
境
を
配
慮
す
る
余
裕
が
あ
る
』と
い
う
こ
と
に

な
る
。逆
に
、環
境
を
配
慮
す
る
行
動
そ
の
も
の
が
、そ

の
個
人
の
生
活
満
足
度
を
引
き
上
げ
る
効
果
が
あ
る

と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。あ
る
い
は
全
く
関
係
の
な
い
、

見
せ
か
け
の
相
関
か
も
し
れ
な
い
。筆
者
は
、「
満
足
」

↓
「
配
慮
の
余
裕
が
あ
る
」と
い
う
ル
ー
ト
と
同
時
に
、

「
配
慮
」↓「
満
足
」と
い
う
関
係
も
あ
る
と
考
え
る
。�

�

　
理
由は
二
つ
。第
一
に
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
見
た
よ

う
に
、環
境
配
慮
型
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
人
た
ち
の

多
く
は
、公
的
価
値
を
重
視
す
る
人
た
ち
で
あ
る
。し

た
が
っ
て
、環
境
配
慮
↓
公
的
価
値
の
充
足
感
↓
生

活
自
体
の
充
足
感
と
い
う
ル
ー
ト
も
当
然
存
在
す
る

で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。第
二
に
、働
く
、学
ぶ
と
い
っ
た
、

異
な
る
切
り
口
の
生
活
充
足
感
の
質
問
に
お
い
て
、環

境
配
慮
型
と
無
関
心
型
で
有
意
に
差
異
が
確
認
さ
れ

た
の
は
、｢

交
わ
る（
地
域
交
流
、奉
仕
活
動
）｣

で
あ
る

と
い
う
点
だ
。
環
境
配
慮
行
動
は
家
計
の
節
約
と
い

う
面
は
あ
る
が
、や
は
り
地
球
温
暖
化
な
ど
の
他
者

配
慮
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
。そ
れ
が「
交
わ
る
」

と
い
う
面
だ
け
に
差
異
が
存
在
す
る
、と
い
う
形
で
現

れ
た
の
で
は
な
い
か
。つ
ま
り
、環
境
配
慮
行
動
が
、交

わ
る（
　
他
者
配
慮
）と
い
う
充
足
感
の
増
大
を
も
た

ら
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。も
ち
ろ
ん
、こ
れ
も
地
域

交
流
面
で
の
満
足
感
が
あ
る
か
ら
、地
域
に
も
効
果

の
及
ぶ
環
境
配
慮
行
動
を
起
こ
す
気
に
な
る
の
だ
と

い
う
、「
満
足
」
↓
「
配
慮
」と
の
見
方
も
で
き
な
く
は

な
い
。
結
局
、そ
れ
は
単
純
な
一
方
通
行
の
因
果
関

係
で
な
く
、お
そ
ら
く
、相
互
に
影
響
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
す
な
わ
ち
、生
活
レ
ベ
ル

の
高
い
人
に
と
っ
て
は
、環
境
配
慮
行
動
が
日
々
の
行

動
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。ま
た
、そ
の
行
動
自
体
が

生
活
満
足
を
高
め
て
も
い
る
、と
い
っ
た
具
合
に
相
乗

的
に
影
響
し
合
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま

た
、も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、や
は
り
環
境
配
慮
行

動
に
ド
ラ
イ
ブ
を
か
け
る（
後
押
し
を
す
る
）た
め
に

は
、内
的
な
価
値
意
識
の
役
割
が
大
き
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。�

　
ま
た
、こ
こ
で
は
、「
交
わ
る（
地
域
交
流
、奉
仕
活
動
）」

の
み
が
有
意
な
格
差
を
示
し
た
こ
と
に
、も
う
少
し
こ

だ
わ
っ
て
み
た
い
。そ
こ
で
は
環
境
配
慮
に
や
や
消
極

的
な
第
４
グ
ル
ー
プ
が
第
二
位
に
な
る
と
い
う
例
外
的

事
象
は
あ
る
も
の
の
、そ
の
他
は
、環
境
配
慮
姿
勢
と

交
流
の
満
足
度
に
正
の
相
関
が
確
認
さ
れ
た
。や
は
り

公
的
な
意
識
と
実
際
の
近
隣
交
流
は
、重
要
な
事
項

で
あ
る
と
考
え
、追
加
的
に
近
隣
と
の
付
き
合
い
に
関

し
て
細
か
く
聞
い
た
設
問
六
Ａ
〜
Ｅ
と
の
関
係
も
見
た

（http://w
w
w
.osakagas.co.jp/cel/pdf/tyosa_�

pdf/q5_q6.pdf

）。予
想
ど
お
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自

治
会
な
ど
五
つ
の
付
き
合
い
方
の
全
て
で
有
意
な
差
が

≒
�

表3　環

生活

良識

善良

成熟

一生

エゴイ

刹那

情報

とんが

戦略

生活

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
グ
ル
ー
プ
＊
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論

点

整

理

�

3

�

見
ら
れ
、こ
れ
も
ほ
ぼ
付
き
合
い
の
多
さ
と
環
境
配
慮

へ
の
積
極
性
が
正
の
相
関
を
示
し
て
い
る
。�

　
た
だ
し
、こ
れ
に
関
し
て
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
が
あ
る
。年
齢
や
性
別
な
ど
の
、い
わ
ゆ
る
デ
モ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク（
人
口
動
態
的
）な
特
徴
を
見
る
と
、環

境
対
応
へ
の
積
極
性
と
年
齢
に
は
正
の
相
関
が
確
認

で
き
る
。つ
ま
り
、高
年
齢
に
な
る
ほ
ど
環
境
対
応
が

積
極
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。こ
れ
自
体
は

納
得
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。と
す
る
な
ら
ば
、近
所

付
き
合
い
は
、若
い
者
に
と
っ
て
は
馴
染
み
が
な
い
の
が

当
然
で
あ
り
、環
境
対
応
と
近
隣
と
の
交
流
と
の
関

係
は
、年
齢
を
介
し
た
見
せ
か
け
の
相
関
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
る
。こ
の
検
証
に
つ
い
て
は
、年
齢
別
に
、グ
ル

ー
プ
と
地
域
交
流
の
相
関
関
係
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。そ
う
な
る
と
サ
ン
プ
ル
数
が
小
さ
く
な
っ
て
統
計

的
な
確
認
を
と
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。
詳
細
は
省

く
が
、一
部
統
計
的
な
有
意
性
も
あ
り
、傾
向
と
し
て

は
、や
は
り
、年
齢
だ
け
で
説
明
で
き
な
い
グ
ル
ー
プ
ご

と
の
格
差
が
見
ら
れ
た
。た
だ
、こ
れ
を
客
観
的
に
納

得
性
の
あ
る
形
で
実
証
す
る
た
め
に
は
、さ
ら
な
る
考

察
が
必
要
で
あ
る
。�

　
こ
れ
と
は
別
に
、自
分
の
生
活
レ
ベ
ル
の
上
中
下

に
つ
い
て
も
聞
い
た
が
、こ
れ
に
関
し
て
は
有
意
な
格

差
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
個
別
の
設
問（
「
社
会
の
た
め

に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
詳
細
な
質
問
）と

の
関
係
を
見
た
。つ
ま
り
環
境
配
慮
を
表
す
ラ
ン
ク

と
個
別
の
質
問
の
ク
ロ
ス
を
と
り
、有
意
性
を
確
認

し
た（
確
認
方
法
は
ク
ラ
ス
カ
ル
・
ウ
ォ
リ
ス
検
定
を

用
い
た
）。
結
果
、統
計
的
な
有
意
差
と
説
明
可
能

性
を
備
え
た
設
問
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ

た
。
大
ま
か
に
い
え
ば
、公
共
性
や
他
者
配
慮
の
視

点
、長
期
的
視
点
、努
力
に
対
す
る
姿
勢
、交
流
に

対
す
る
積
極
性
な
ど
と
環
境
配
慮
行
動
と
の
関
連

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
設
問
の「
自
分
よ
り

先
に
他
人
の
こ
と
を
考
え
る
」「
困
っ
た
人
は
ほ
っ
と

け
な
い
」「
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
」
↓
公
共
性
、

設
問
の「
古
い
も
の
を
尊
重
す
る
」「
子
孫
に
負
の

財
産
を
残
さ
な
い
」「
長
い
目
で
正
し
さ
を
判
断
す

る
」
↓
長
期
的
視
点
、設
問
の「
の
ん
き
に
人
に
従

う
方
が
気
楽（
－
）」「
お
金
よ
り
や
り
が
い
」「
コ
ツ

コ
ツ
取
り
組
む
」「
努
力
し
た
く
な
い（
－
）」
↓
努

力
に
対
す
る
姿
勢
、設
問
の「
地
域
作
り
に
貢
献
し

た
い
」「
付
き
合
い
を
積
極
的
に
広
げ
る
」「
自
分
に

プ
ラ
ス
に
な
る
人
と
だ
け
付
き
合
う（
－
）」
↓
交
流

に
対
す
る
姿
勢
、こ
れ
ら
の
よ
う
に
、設
問
と
環
境

配
慮
行
動
の
グ
ル
ー
プ
が
関
連
を
持
つ
こ
と
が
分
か

っ
た
。や
は
り
、公
的
価
値
や
長
期
的
視
点
な
ど
、環

境
配
慮
に
よ
っ
て
実
現
可
能
な｢

価
値｣

が
尊
重
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
、こ
こ
で
も
確
認
で
き
た（
こ
こ
で

の（
－
）と
は
、そ
の
項
目
に
同
意
す
る
ほ
ど
、そ
こ

で
測
ろ
う
と
し
て
い
る
価
値
観
が
小
さ
く
な
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
）。�

��
�

�����

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、環
境
対
応
の
積
極
性
に
関
し
、

①
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、本
人
の

基
本
的
な
価
値
観
に
影
響
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、

②
生
活
に
余
裕
の
あ
る
な
し
で
環
境
対
応
の
積
極
性

が
異
な
る
こ
と
、③
近
隣
と
の
交
流
が
多
い
ほ
ど
環

境
対
応
に
対
す
る
積
極
性
が
強
い
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
ま
ず
、生
活
に
関
す
る
基
本
的
な
価
値
観
が
行

動
に
現
れ
る
と
い
う
こ
と
は
自
然
で
あ
る
。
特
に
環

境
問
題
が
経
済
学
的
な
意
味
で
は
、外
部
不
経
済
性

を
含
む
問
題
で
あ
る
以
上
、「
他
者
に
対
す
る
損
得

を
抜
き
に
し
た
配
慮
」が
あ
る
か
否
か
と
い
っ
た
価
値

観
は
、当
然
、行
動
を
左
右
す
る
大
き
な
要
因
で
あ

る
は
ず
だ
。
一
方
、そ
れ
は
納
得
性
が
あ
る
も
の
の
、

価
値
観
と
実
際
の
行
動
を
結
ぶ
紐
帯
が
ど
の
程
度

強
固
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、十
分
な
議
論
が
な
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
回
の
デ
ー
タ

を
見
る
限
り
で
は
、環
境
問
題
へ
の
対
応
の
た
め
に
は
、

か
な
り
強
い
価
値
意
識
を
伴
う
必
要
が
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
よ
う
に
思
う
。そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、前

回
に
も
問
題
意
識
と
し
て
提
示
し
た
よ
う
に
、生
活

者
を
マ
ス
で
捉
え
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
政
策
だ
け
で
は

不
十
分
で
あ
り
、彼
ら
の
特
性
に
合
わ
せ
た
、き
め
の

細
か
い
施
策
の
立
案
や
実
施
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い

う
示
唆
を
得
る
こ
と
に
な
る
。�

�

　ま
た
、生
活
の
余
裕
度
が
、環
境
配
慮
行
動
の
よ

う
な
損
得
を
超
え
た
活
動
の
制
約
条
件
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
、生
活
充
足
度
や
生
活
価
値
観
か
ら
導
い

た
も
の
で
あ
る
。
前
項
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、衣
食
足

っ
て
…
、と
い
う
因
果
関
係
は
、や
は
り
存
在
す
る
と

考
え
る
。
ま
た
、年
収
な
ど
の
金
銭
的
格
差
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
が
、自
己
実
現
な
ど
、高
次
元
の
生
活

価
値
に
対
す
る
不
満
、地
域
貢
献
や
長
期
的
視
点
な

ど
、心
の
余
裕
の
な
さ
が
環
境
配
慮
消
極
派
側
に
現
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環
境
対
応
を
促
進
す
る
た
め
に

特
徴
に
対
応
し
た
施
策
の
必
要
性

ど
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
を�

判
別
す
れ
ば
よ
い
か�

1

用
い
た
）。
結
果
、統
計
的
な
有
意
差
と
説
明
可
能

性
を
備
え
た
設
問
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、環
境
対
応
の
積
極
性
に
関
し
、

①
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、本
人
の

価
値
に
対
す
る
不
満
、地
域
貢
献
や
長
期
的
視
点
な

ど
、心
の
余
裕
の
な
さ
が
環
境
配
慮
消
極
派
側
に
現

れ
て
い
た
。
環
境
配
慮
は
、多
く
が
節
約
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
も
の
の
、そ
の
実
施
コ
ス
ト（
精
神
的
な

費
用
も
含
む
）を
考
え
れ
ば
、決
し
て
採
算
の
よ
い
行

動
で
は
な
い
。
環
境
に
配
慮
で
き
る
心
の
余
裕
は
不

可
欠
で
あ
ろ
う
。�

�

　
最
後の「
交
流
」
に
関
し
て
も
、理
由
付
け
す
る

こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
自
己
本
位
の
価
値
観
が
「
原

因
」で
、近
隣
と
の
交
流
も
乏
し
く
、満
足
感
も
低
い

と
い
う
因
果
関
係
が
考
え
ら
れ
る
一
方
、交
流
が
な

い
か
ら
他
者
尊
重
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
。そ
の
意
味
で
、交
流
の
拡
大

と
、他
者
配
慮
価
値
―
環
境
行
動
は
、や
は
り
相
互

依
存
的
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。�

�
�

�
�

����
�

���

　
以
上
の
よ
う
な
分
析
を
踏
ま
え
、本
稿
で
主
張
す

る
の
は
、生
活
者
を
分
類（
セ
グ
メ
ン
ト
）し
、そ
の
特
徴

に
応
じ
た
働
き
か
け
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、よ
り
効

果
的
な
環
境
政
策
が
可
能
に
な
る
は
ず
だ
と
い
う
考

え
で
あ
る
。
前
節
の
分
析
・
結
論
は
、問
題
意
識
を
抽

出
し
た
程
度
で
、ま
だ
検
証
が
十
分
で
き
た
と
は
い
え

な
い
。そ
の
意
味
で
、前
節
で
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
正

し
け
れ
ば
と
い
う
前
提
で
の
主
張
で
は
あ
る
が
、本
節

で
ま
と
め
て
論
じ
て
み
た
い
。具
体
的
に
は
、積
極
的
に

環
境
配
慮
の
必
要
性
を
仕
掛
け
て
い
く
た
め
に
、生
活

者
の
特
性
に
合
わ
せ
た
情
報
提
供
や
説
得
が
必
要
で

あ
る
と
の
考
え
の
下
、ま
ず
そ
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
見
い
だ

す
た
め
の
方
法
論
を
述
べ
、そ
の
後
、セ
グ
メ
ン
ト
ご
と

の
対
処
法
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。�

��������

　
本
稿
で
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、三
三
設
問
を
用
い

て
グ
ル
ー
プ
化
を
行
っ
た
。し
か
し
、あ
る
生
活
者
Ａ
さ

ん
が
、環
境
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る

人
で
あ
る
の
か
を
見
極
め
る
た
め
に
、三
三
の
質
問
に

い
ち
い
ち
答
え
て
も
ら
う
の
は
面
倒
な
こ
と
で
あ
り
難

し
い
。そ
こ
で
、判
別
分
析
と
い
う
手
法
を
用
い
て
、な

る
べ
く
少
な
い
情
報
で
、よ
り
正
確
な
分
類
を
行
う
方

法
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。判
別
分
析
に
お
い

て
は
、あ
る
個
人
Ａ
に
つ
い
て
、い
く
つ
か
の
情
報
が
あ
れ

ば
、そ
れ
を
基
に
、既
存
の
グ
ル
ー
プ（
こ
こ
で
は
環
境

配
慮
に
対
す
る
第
１
〜
第
６
グ
ル
ー
プ
）へ
割
り
当
て

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、そ
れ
が
ど
の
程
度
正

確
な
分
類
で
あ
る
の
か
の
確
率
を
計
算
す
る
こ
と
も

で
き
る
。当
然
、利
用
で
き
る
情
報
量
が
多
い
ほ
ど
、そ

の
確
率
は
高
く
な
る
が
、一
方
で
用
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
情
報
量
は
少
な
い
ほ
ど
望
ま
し
い
の
で
、い
わ
ゆ

る
二
律
背
反（
ト
レ
ー
ド
オ
フ
）の
状
態
に
あ
る
。�

�

　
判
別
分
析に
よ
れ
ば
、今
回
の
デ
ー
タ
お
よ
び
ク
ラ

ス
タ
ー
分
析
に
お
い
て
、以
下
の
七
つ
の
回
答
さ
え
分
か

れ
ば
、全
体
の
六
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
正
し
く
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
当
然
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
は
間
違
え

る
わ
け
で
あ
る
が
、確
率
を
、例
え
ば
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト

に
ま
で
高
め
る
た
め
に
は
、各
人
に
つ
き
一
二
程
度
の

指
標（
情
報
）が
必
要
に
な
る
。
半
分
程
度
に
ま
で
情

報
量
を
減
ら
し
て
も（
一
二
指
標
↓
七
指
標
）、失
敗

の
確
率
を
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
高
め
る
だ
け（
誤
判

断
率
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
↓
三
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）で
あ

る
。し
か
も
、誤
っ
た
分
類
も
そ
れ
ほ
ど
極
端
な
間
違

い（
本
来
第
１
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
人
物
を
、間
違
っ
て
第

６
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
）は
な

い
の
で
、今
回
は
こ
の
方
法
を
提
案
す
る
。�

�

　
具
体
的に
は
、以
下
の
よ
う
な
質
問
の
答
え
が（
五

段
階
評
価
で
）分
か
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。①
こ
ま
め

に
照
明
や
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
、②
暖
房
す
る
部

屋
を
少
な
く
し
、な
る
べ
く
一
緒
に
過
ご
す
、③
冬
は

室
内
で
も
暖
か
い
服
装
を
す
る
、④
炊
飯
器
の
保
温
機

能
は
使
わ
な
い
、⑤
温
水
洗
浄
便
座
は
温
度
を
低
く
、

使
わ
な
い
時
は
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
す
る
、⑥
不
要
な
包
装
や
袋

は
断
る
、⑦
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
紙
類
は
再
生
紙

を
使
う
、で
あ
る
。こ
れ
ら
を
見
る
と
、気
軽
に
実
行
で

き
る
の
は
①
「
こ
ま
め
に
照
明
や
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を

切
る
」
ぐ
ら
い
で
、あ
と
は
結
構
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
設
問

群
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。当
然
の
こ
と
な
が
ら
、各
設

問
に
前
向
き
な
回
答
を
す
る
ほ
ど
、第
１
グ
ル
ー
プ
に

割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
。�

　
判
別
分
析
の
方
法
論
を
簡
単
に
述
べ
て
お
く
と
、

得
ら
れ
た
少
な
い
情
報
を
も
と
に
合
成
変
数
・
判
別

式
を
作
成
し
、あ
る
人
の
ス
コ
ア
が
判
別
式
よ
り
大
き

な
値
を
と
れ
ば「
甲
グ
ル
ー
プ
」、小
さ
け
れ
ば「
乙
グ
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現代生活者の住まい・生活観（2）
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Ⅱ�

住
ま
い
・
生
活
意
識
に
見
る
現
実
と
課
題
（
２
）
〈
生
活
意
識
調
査
結
果
か
ら
〉



特
性
に
合
わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー
作
り�

2

� �

��

�

ル
ー
プ
」
と
い
う
よ
う
に
分
類
す
る
。
分
類
す
べ
き
グ

ル
ー
プ
数
が
甲
・
乙
・
丙
の
三
グ
ル
ー
プ
な
ら
、も
う
一

本
判
別
式
が
必
要
に
な
る
。こ
の
よ
う
な
形
で
空
間

に
陣
地
を
決
め
て
行
き
、ど
の
陣
地
に
入
っ
た
か
で
そ

れ
が
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
入
る
か
を
判
断
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど
の
程
度
正
確
に
分
類
で
き

る
の
か
に
つ
い
て
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
表
４（
１
）で
表

し
て
い
る
。
表
は
横
に
見
て
、例
え
ば
一
行
目
、本
当

は
第
１
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
者
の
七
九
パ
ー
セ
ン
ト
は
、

実
際
に
第
１
グ
ル
ー
プ
と
正
確
に
判
断
さ
れ
、残
り

二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
第
２
グ
ル
ー
プ
、一
パ
ー
セ
ン
ト
が

第
３
グ
ル
ー
プ
に
間
違
え
て
分
類
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
表
し
て
い
る
。
年
齢
や
性
別
な
ど
の
デ
モ
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク（
人
口
動
態
的
）デ
ー
タ
八
種
類
を
用
い
て
、判

別
分
析
を
行
っ
た
結
果
が
表
４（
２
）の
よ
う
に
な
り
、

全
体
の
四
分
の
一（
二
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）し
か
正

し
く
判
別
で
き
て
い
な
い
。こ
れ
と
比
較
し
て
も
、上

記
の
情
報
の
有
用
性
が
理
解
し
て
も
ら
え
る
は
ず
で

あ
る
。�

�

　こ
れ
が
、大
ま
か
に
環
境
配
慮
型（
第
１
・
第
２
グ

ル
ー
プ
）、中
程
度（
第
３
グ
ル
ー
プ
）、無
関
心
消
極

型（
第
４
・
第
５
・
第
６
グ
ル
ー
プ
）の
三
つ
に
わ
け
る

と
す
る
と
、七
つ
の
指
標
を
基
に
し
た
判
別
で
は
八

〇
パ
ー
セ
ン
ト
正
確
に
分
類
で
き
る
の
に
対
し
、人
口

動
態
的
変
数
八
種
だ
と
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
。
特

に
、中
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
と
い
う
判
断
で
は
、

一
六
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
正
し
い
答
え
を
導
け
な
い
。
利

用
目
的
に
も
よ
る
が
、数
字
以
上
に
使
え
な
い
判
別

と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。や
は
り
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

は
じ
め
と
し
て
、人
口
動
態
的
な
指
標
だ
け
で
消
費

者
や
生
活
者
を
判
断
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。�

���
�

����

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、あ
る
程
度
、生
活
者
の
環
境
配

慮
態
度
が
把
握
で
き
た
と
す
る
。そ
の
時
、第
１
グ
ル

ー
プ
の
構
成
員
に
対
す
る
施
策
と
、第
６
グ
ル
ー
プ
の

構
成
員
に
対
す
る
そ
れ
と
は
当
然
異
な
る
は
ず
だ
。

今
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、第
１
グ
ル
ー
プ
、第
２
グ

ル
ー
プ
、（
準
第
１
グ
ル
ー
プ
）は
、基
本
的
な
価
値
意
識

か
ら
、環
境
配
慮
行
動
に
対
し
て
前
向
き
な
姿
勢
を

持
っ
て
い
る
。追
加
的
情
報
と
し
て
、環
境
配
慮
別
グ
ル

ー
プ
と
、「
省
エ
ネ
や
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
を
普
及

さ
せ
る
た
め
の
施
策
」に
関
す
る
設
問
四
二（
詳
細
は

http://w
w
w
.osakagas.co.jp

/cel/pdf/tyosa_�

pdf/q42.pdf

）を
合
わ
せ
て
み
る
と
、「
環
境
教
育
の

充
実
」「
情
報
を
も
っ
と
流
す
」「
製
造
者
責
任
の
範

囲
拡
大
」「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
支
援
」な
ど
に
つ
い

て
、積
極
的
な
環
境
配
慮
行
動
を
と
る
グ
ル
ー
プ
が
有

意
に
前
向
き
な
回
答
を
行
っ
て
い
る
。
意
識
の
高
い
彼

表4　判別分析分類結果（１）

表4　判別分析分類結果（2）

本
来
の
グ
ル
ー
プ
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3

1

0

0

1
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3

0

0

2

1

25

56

20

1

0

3

0

2

22

56

13

0

4

0

0

1

19

79
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5

0

0

0

1

7

80

100

100

100

100

100

100
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1

2

3

4

5
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％

予測されたグループ

％

本
来
の
グ
ル
ー
プ

55

35

25

19

16

13

1

15

19

11

12

3

13

2

6

9

16

13

8

0

3

5

12

16

17

23

6

4

9

8

15

22

31

19

5

9

17

17

17

18

50

100

100

100

100

100

100

6

1

2

3

4

5

6

予測されたグループ
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二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
第
２
グ
ル
ー
プ
、一
パ
ー
セ
ン
ト
が

第
３
グ
ル
ー
プ
に
間
違
え
て
分
類
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ

と
す
る
と
、七
つ
の
指
標
を
基
に
し
た
判
別
で
は
八

〇
パ
ー
セ
ン
ト
正
確
に
分
類
で
き
る
の
に
対
し
、人
口

て
、積
極
的
な
環
境
配
慮
行
動
を
と
る
グ
ル
ー
プ
が
有

意
に
前
向
き
な
回
答
を
行
っ
て
い
る
。
意
識
の
高
い
彼

ら
に
必
要
な
の
は
、こ
の
よ
う
な「
情
報
」や
具
体
的
な

「
支
援
」で
あ
る
。そ
れ
は
彼
ら
に
は
動
機
付
け
が
す

で
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、そ
れ
に
ド
ラ
イ
ブ
を

か
け
る
よ
う
な
施
策
が
適
切
だ
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら

な
い
。あ
え
て
い
え
ば
、で
き
る
な
ら
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー

ダ
ー
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
く
れ
る
存
在
に
ま

で
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。そ
の
た
め

に
は
、第
１
・
第
２
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、そ
の
よ
う
な
資
質

に
恵
ま
れ
た
人
を
探
し
出
す
と
い
う
試
み
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
の
関
係
で
い

え
ば
、前
号
で
も
論
じ
た
よ
う
に
、生
活
戦
略
人
や
情

報
通
堅
実
派
に
属
す
る
人
た
ち（
表
３
）は
、自
己
主

張
を
し
っ
か
り
と
す
る
人
が
多
い
た
め
、そ
の
よ
う
な

人
た
ち
の
動
向
に
注
目
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。冒

頭
で
紹
介
し
た
、チ
ー
ム・マ
イ
ナ
ス
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
い

っ
た
試
み
に
は
、こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
が
関
心
を
持

つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。�

　
ち
な
み
に
、チ
ー
ム・マ
イ
ナ
ス
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う

の
は
、京
都
議
定
書
の
約
束
を
守
る
た
め
の
国
民
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
も
の
で
、六
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
な

ど
を
実
践
、交
流
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。小

泉
首
相
が
会
員
ナ
ン
バ
ー
１
で
あ
り
、著
名
人
が
会
員

登
録
を
し
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
る
。こ
の
よ
う

な
場
で
積
極
的
に
問
題
提
起
を
促
し
、意
識
を
高
め
、

よ
り
一
層
積
極
的
な
行
動
を
誘
い
出
す
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。そ
の
意
味
で
も
、こ
の
よ
う

な
試
み
を
仕
掛
け
る
方
も
、明
確
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

り
込
ん
だ
上
で
、誰
を
巻
き
込
む
の
か
、そ
れ
は
い
か
に

す
る
の
か
と
い
う
観
点
で
企
画
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。そ
う
い
う
点
で
は
、チ
ー
ム・マ
イ
ナ
ス
六
パ
ー
セ
ン
ト

の
試
み
は
面
白
い
と
思
う
反
面
、登
場
す
る
会
員
に
あ

ま
り
統
一
性
も
な
く
、国
民
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
意
識

し
す
ぎ
て
い
る
の
か
、無
駄
に
多
様
で
、ブ
ラ
ン
ド
イ
メ

ー
ジ
が
作
り
に
く
い
よ
う
な
気
が
す
る
。本
稿
で
主
張

し
て
い
る
よ
う
な
、セ
グ
メ
ン
ト
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り

込
み
と
い
う
も
の
と
距
離
が
あ
る
。あ
ま
り
、取
り
組

み
の
範
囲
を
広
げ
す
ぎ
る
と
、こ
の
よ
う
な
課
題
に
は

効
果
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。�

�

　以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
姿
勢
を
、第
１
・
第
２

グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
の

に
対
し
て
、第
３
グ
ル
ー
プ
以
下
は
、環
境
行
動
に
対

し
て
関
心
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、無
関

心
あ
る
い
は
中
立
的
な
立
場
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
第

３
グ
ル
ー
プ
は
、何
か
に
つ
け
て
特
徴
が
見
い
だ
し
に
く

く
、そ
れ
だ
け
に
い
わ
ゆ
る
一
般
的
な
生
活
者
を
代

表
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。そ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
に

対
し
て
は
、関
心
を
引
き
出
す
よ
う
な
施
策
が
重
要

に
な
る
で
あ
ろ
う
。そ
の
点
、ク
ー
ル
ビ
ズ
と
い
っ
た
身

近
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
連
づ
け
た
話
題
作
り
は
よ
い

試
み
で
あ
る
。
追
加
的
な
洋
服
購
入
や
生
産
に
つ
な

が
っ
て
、環
境
に
は
逆
効
果
と
い
う
冷
や
や
か
な
目
は

あ
る
。し
か
し
、長
い
目
で
見
れ
ば
、衣
服
の
ス
ト
ッ
ク

が
ク
ー
ル
ビ
ズ
化
、あ
る
い
は
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
化
す
る
こ

と
に
よ
る
効
果
は
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。そ
の
意
味

で
、短
期
と
長
期
で
は
ま
た
違
っ
た
評
価
に
な
る
。
環

境
の
よ
う
な
課
題
は
長
期
的
な
視
点
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、一
定
の
評
価
は
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。�

　
し
か
し
、む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
こ
と
よ
り
も
、無
関

心
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
関
心
喚
起
と
い
う
点
で
成
功

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
限
ら
ず
、身
近

な
テ
ー
マ
に
い
か
に
関
連
づ
け
て
環
境
問
題
を
論
じ
ら

れ
る
か
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
教
え
て
く

れ
た
よ
う
に
思
う
。こ
の
よ
う
な
論
点
は
、こ
れ
か
ら

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。�

�

　
第４
・
第
５
・
第
６
グ
ル
ー
プ
は
、環
境
配
慮
に
対
し
、

全
く
の
無
関
心
か
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

る
懸
念
が
あ
る
。
彼
ら
に
は「
よ
い
情
報
」
を
提
供
し

た
り
、教
育
的
施
策
を
と
っ
た
り
し
て
も
、あ
ま
り
効

果
的
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、そ
も
そ
も

環
境
に
配
慮
し
よ
う
と
い
う
動
機
付
け
に
乏
し
く
、価

値
意
識
自
体
が
相
容
れ
な
い
面
が
あ
る
。と
は
い
え
、

彼
ら
も
全
体
の
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
シ
ェ
ア
を
持
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、放
っ
て
お
く
と
い
う
こ
と
は
適
切
で

は
な
い
。最
低
限
の
行
動
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
も
ら
う
と
い

う
方
向
、あ
る
い
は
長
い
目
で
価
値
意
識
に
影
響
を
与

え
る
と
い
う
方
法
が
あ
り
得
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、

制
度
と
い
う
強
制
的
措
置
が
必
要
で
あ
り
、環
境
税
や

リ
サ
イ
ク
ル
法
な
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
社
会
の
中

に
組
み
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
。そ
れ
は
、意
識
の
高
い

人
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
制
定
可
能
な
も
の

を
実
現
さ
せ
つ
つ
、い
っ
た
ん
決
ま
っ
た
制
度
を
周
知
徹

底
す
る
と
い
う
努
力
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
効
果
的
で

あ
ろ
う
。�

�

　
一
方、長
期
的
な
視
野
で
考
え
れ
ば
、彼
ら
に
も

「
変
わ
っ
て
」
も
ら
わ
な
け
れ
ば
効
果
的
な
環
境
対

策
は
望
め
な
い
。で
あ
る
な
ら
ば
、例
え
ば
、今
回
問

題
意
識
の
一
つ
と
し
て
浮
上
し
た「
交
流
促
進
」
と
い

う
も
の
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

彼
ら
も
交
流
の
不
足
に
対
し
て「
不
満
」
を
持
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、望
ま
し
い
交
流
を
促
す
施
策

に
対
し
て
は
前
向
き
に
捉
え
て
も
ら
え
る
可
能
性
は

高
い
。つ
ま
り
こ
こ
で
は
、交
流
の
促
進
↓
他
者
配
慮
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現代生活者の住まい・生活観（2）
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Ⅱ�

住
ま
い
・
生
活
意
識
に
見
る
現
実
と
課
題
（
２
）
〈
生
活
意
識
調
査
結
果
か
ら
〉



最
後
に

CEL

の
価
値
観
活
性
化
↓
環
境
配
慮
行
動
と
い
う
つ
な
ぎ

方
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。�

　
も
し
、衣
食
足
っ
て
…
と
い
う
の
で
は
な
く
、価
値

観
が
先
に
あ
っ
て
、そ
れ
が
理
由
と
な
っ
て
環
境
配
慮

行
動
が
導
か
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、こ
の
よ
う
な
他

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
公
的
な
価
値

に
対
す
る
尊
重
心
を
養
う
こ
と
を
仕
掛
け
て
い
く

と
い
う
の
は
意
味
が
あ
る
は
ず
だ
。
例
え
ば
、こ
の
グ

ル
ー
プ
に
は
比
較
的
若
か
っ
た
り
、Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
に
長

じ
た
者
が
多
く
い
る
の
で
、ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
提
供
や
仕
掛
け
作
り
な
ど
が
効

果
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
。そ
の
よ
う
な
観
点

で
い
え
ば
、電
子
マ
ネ
ー
や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
な
ど
は
、

使
い
よ
う
に
よ
っ
て
は
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

ツ
ー
ル
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、地
域
通
貨
の
一
部
で
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、環
境
問
題
と
関
連
づ
け
る
こ

と
は
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。�

��
�

��
�

��

　
最
後
の
施
策
に
関
し
て
は
、十
分
な
考
察
を
経
た

も
の
と
は
言
い
難
く
、提
言
と
い
う
に
は
乱
暴
す
ぎ
る

内
容
で
あ
る
。
と
は
い
え
、本
稿
で
訴
え
た
い
こ
と
を

簡
単
に
ま
と
め
る
と
、次
の
よ
う
に
な
る
。�

　
生
活
者
間
に
は
環
境
配
慮
に
対
す
る
温
度
差
が
確

実
に
存
在
す
る
。そ
れ
を
放
置
せ
ず
、何
と
か
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
際
、何
ら
か
の
方
法
で
生

活
者
を
セ
グ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
分
類
）し
、そ
の
グ
ル
ー

プ
固
有
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
解
決
策
の

ヒ
ン
ト
と
す
べ
き
で
あ
る（
い
わ
ゆ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
的
発
想
）。そ
の
際
、工
夫
次
第
で
は
、比

較
的
少
な
い
情
報
で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。ま
た
、本
稿
で
は
、環
境
配
慮

消
極
グ
ル
ー
プ
の「
交
流
」に
対
す
る
不
満
が
、長
期

的
な
意
味
で
解
決
の
糸
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の

問
題
提
起
を
行
っ
た
。そ
の
適
否
は
十
分
に
吟
味
す

る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、そ
の
よ
う
な
試
み
を

通
じ
て
、ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、よ

り
適
切
な
環
境
施
策
の
構
築
の
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。こ
れ
は
環
境
施
策
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
な

観
点
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。そ

の
た
め
に
も
、生
活
者
と
環
境
配
慮
意
識
お
よ
び
行

動
に
関
す
る
進
ん
だ
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
今
回
の
生
活
意
識
調
査
も
、活
用
法
に
よ
っ

て
は
何
ら
か
の
意
味
の
あ
る
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
、ま
た
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、今
後
も
継
続

的
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
る
。�
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